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野山の花　— 身近な山野草の食効・薬効 —

城西大学薬学部　白瀧　義明（SHIRATAKI Yoshiaki）

　真夏，暑い太陽の照り付ける日の朝，もうアサガオが咲いています。アサガオは，ヒマラヤから中国にか
けての地域，または熱帯アジア原産とされていましたが，近年，熱帯アメリカを原産地とする説が出されて
います。つる性の一年生草本で茎には逆毛があり，左巻き（つるの巻き方は上から見るか，下から見るかで
逆になります。ここでは上から見て左巻き）で他の物に巻き付き，長さ 2m 以上に達します。葉は互生し葉
柄は長く葉身は広三尖形で細毛があり，夏，花柄を腋出し先端に 1 〜 3 個の大型の円錐形の花を朝早く開き
ます。花は，がく 5，花弁 5 (1)，雄しべ 5，雌しべ 1 からなり，5 枚の花弁は融合して漏斗状になっています。
花の色は，紅，青，白など変化に富み，しぼりもあって園芸用に多くの品種があり，それぞれの花弁の中央

アサガオ Ipomoea nil  (L.) Roth (=Pharbitis nil (L.) Choisy)
 （ヒルガオ科 Convolvulaceae）

連絡先 : 城西大学薬学部
　　　　shiratak@josai.ac.jp

写真 3　アサガオ（花 3）

写真 1　アサガオ（花 1）

写真 4　アサガオ（花 4）

写真 2　アサガオ（花 2）
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には放射状の中
ちゅうろく

肋（アサガオでは特に「曜
よう

」という）
が走り，子房は 3 室，各子房室には 2 つの胚珠があ
ります。日本で最も発達した園芸植物の一つで，ア
サガオは中国語で「牽牛」，日本では「蕣」の漢字も
あてられています。日本へは，奈良時代末期に遣唐
使が種子を薬用（下剤）に持ち帰ったとされ平安時
代には薬用植物として扱われました。アサガオの名
は，朝早く花が咲き，午前中にしぼむことに由来し
ます。なお，万葉集などで「朝顔」とよばれている

ものは，本種ではなく，キキョウまたはムクゲをさしているものと思われます。
　秋，果実が黄変し始める頃，地上部を刈り取り，日干し後，打ち砕いて採取した成熟種子は，ケンゴシ（牽
牛子 Pharbitidis Semen）といい，粉末を緩下薬（一日量 0.2 〜 0.3 g）峻下薬（一日量 0.5 〜 1.5 g）として，
主に家庭薬原料に用いられます。漢方では，浮腫や腹水，喘息，痰飲，食滞，便秘などに瀉下薬，利尿薬として，
茵
いんちんさん

蔯散や牽
けん

牛
ご

散
さん

などに配剤されます。成分としては，n-butanol 抽出物の ether 不溶性画分を加水分解し
たもののメチル化体から 2-methylbutylic acid methyl ester, tiglic acid methyl ester, nilic acid methyl ester, 
dihydroxytetradecanoic acid methyl ester, dihydroxyhexadecanoic acid methyl ester など，また，これらの
酸を構成成分とする樹脂配糖体の pharbitic acid B, C, D1, 2, 3）, pharesinoside A4），サポニンの pharbitoside A, 
B5）などが報告されています。なお，牽牛子の名は，農民が牛をひいて本生薬（ケンゴシ）のお礼参り行っ
たことによるそうです。 
　アサガオの品種改良の歴史としては，江戸時代，文化・文政期（1804 年〜 1830 年）と嘉永・安政期（1848
年〜 1860 年）に 2 度のブームがあり，品種改良が大きく進みました。ブームの発端は，文化 3 年（1806 年）
の江戸の大火で下谷に広大な空き地ができ，そこに下谷・御徒町村付近の植木職人がいろいろな珍しいアサ
ガオを咲かせ，その後，趣味としてだけでなく，下級武士の御

お か ち
徒が内職のひとつとして組屋敷の庭を利用し

てアサガオを栽培するようになったことによります。また，熊本藩では武士たちによる園芸が盛んでアサガ
オもキク，シャクヤク，ツバキなどと共に愛好され，盛んに育種されて「肥

ひ ご
後アサガオ」とよばれる系統が

生まれ，大輪アサガオの祖先の一つとなりました。アサガオの花の色は，原種は薄い青色ですが，品種改良
によって白，紅色，ピンク，紫，濃紺，浅黄色等の品種が生まれました。しかし，今日でも「黃色のアサガオ」

写真 5　アサガオ（双葉）

写真 7　ノアサガオ（花）

写真 6　浮世絵（明治時代初期の入谷朝顔市）
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図 1　成分の構造式
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と「黒色のアサガオ」は「幻のアサガオ」とよばれています。また，米田芳秋（静岡大学名誉教授）によっ
て開発された「曜

ようじろ
白アサガオ」は，熱帯アメリカ原産のマルバアサガオとアフリカ系のアサガオを交配させ，

さらに日本の伝統品種との掛け合わせによって品種改良を重ね花弁の曜の部分が白くなった系統です。江戸
時代，アサガオの花は七夕の頃に咲くことや花の咲いたアサガオは「彦星」と「織姫星」が年に一度会える
ことにちなんで縁起物とされ，アサガオの鉢植えが牛の引く荷車に積まれて売り歩かれるようになり，愛好
家たちによって品種改良が進み，庶民は植木市や朝顔売りからアサガオを購入しました。このような御家人
や下級武士によるアサガオの栽培，販売が発展して明治時代初期から入谷朝顔市が始まり，通常，七夕を挟
む 7 月 6 〜 8 日に催されます。
　ノアサガオ Ipomoea indica は，沖縄原産の野生種で関東以南では越冬して成長し古い茎はやや木質化しま
す。草勢は強く垣根や家の壁面などをカーテン状に覆い尽くほどです。葉もアサガオより大きく掌大のハー
ト形で，花の色は時刻と気温によって変わり，早朝は青く昼は紫になります。ノアサガオの園芸品種が「琉
球アサガオ」「オーシャンブルー」「宿根アサガオ」などとよばれているものです。なお，アサガオの名のつ
く植物にはヤエチョウセンアサガオ Datura fastuosa，ケチョウセンアサガオ D. inoxia，キダチチョウセンア
サガオ（エンジェルストランペット）Brugmansia versicolor などがありますが，これらはナス科 Solanaceae

に属する有毒植物です。決して口に入れないでください。主な中毒症状は，嘔吐，下痢，血便，瞳孔散大，
めまい，幻覚，異常興奮などで，最悪の場合には死に至ります。

写真 9　ケチョウセンアサガオ（花）写真 8　チョウセンアサガオ（花，八重咲き）

写真 10　キダチチョウセンアサガオ（花） 写真 11　生薬　ケンゴシ（牽牛子）
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